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食
料
生
産
率
の
向
上
へ

日本アセアンセンター

藤田正孝　事務総長

グローバルＦＶＣで経済規模拡大

666...444億億億人人人超超超えええるるる成成成長長長市市市場場場ををを探探探るるる

価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、

海
外
と
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
は
弱
い
と
い
え
る
。

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
ベ

ト
ナ
ム
は
外
貨
規
制
が
緩

く
、
比
較
的
オ
ー
プ
ン
な

市
場
の
た
め
輸
出
に
お
け

る
外
国
付
加
価
値
の
割
合

が
多
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
な

ど
は
農
業
関
連
産
業
の
投

資
が
進
む
こ
と
で
さ
ら
な

る
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
農
業
分

野
に
参
入
す
る
た
め
に

は
、
資
金
や
技
術
や
マ
ネ

ど
で
は
食
糧
危
機
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
藤
田
事
務
総
長
は

「
こ
れ
か
ら
食
糧
需
給
パ

タ
ー
ン
の
変
化
が
予
想
さ

れ
る
が
、
世
界
中
の
人
々

が
安
全
・
安
心
に
食
糧
を

確
保
で
き
る
環
境
の
整
備

が
重
要
。
か
つ
て
世
界
各

地
で
食
糧
危
機
が
発
生
し

た
が
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
日
本
の
貢
献
の
形
を

模
索
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
へ
さ
ら
な
る
進
出
を
し

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

（
人
口
約

3
2
0
5

万
人
・

17年
推
定
値
）

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
世
界
ハ

ラ
ー
ル
市
場
の
中
心
と
し

て
、
ハ
ラ
ー
ル
食
品
の
生

産
か
ら
流
通
ま
で
を
管
理

す
る
工
業
団
地
「
ハ
ラ
ー

ル
パ
ー
ク
」
の
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
る
。

1人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
で
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ブ
ル
ネ
イ
に
次
ぐ
大

き
さ
を
誇
り
、
中
間
層
が

6割
以
上
、
マ
レ
ー
系
が

約

6割
を
占
め
る
。
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
小
売
が
浸
透

し
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
外

食
チ
ェ
ー
ン
や
宅
配
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
発
達
。
ハ
ラ

ー
ル
認
証
は
ム
ス
リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）の
食
品

指
標
と
な
り
、
認
証
取
得

に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
ど
安

心
・
安
全
品
質
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
オ
イ
ル
パ
ー
ム
、
天
然

ゴ
ム
、
木
材
な
ど
の

1次

産
品
の
生
産
、
加
工
、
輸

出
が
顕
著
な
一
方
で
、
コ

メ
の
生
産
が
伸
び
悩
み
自

給
率
は
約

7割
と
な
る
。

（
人
口

5
6
1万

人
・

17年
推
定
値
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
南
西
ア
ジ

ア
へ
の
積
み
替
え
拠
点
と

し
て
、
再
輸
出
が
輸
入
額

の

4割
を
占
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
食
品
の
ハ
ブ
。
近
年

は
外
食
店
舗
な
ど
の
需
要

拡
大
か
ら
肉
類
、
冷
凍
魚

類
、
米
穀
の
輸
入
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
食
料
供
給

の
大
半
を
周
辺
国
か
ら
の

輸
入
に
依
存
し
、
食
料
自

給
率
は

1割
未
満
（
鶏
卵

約

26％
、
魚
約

8％
、
葉

野
菜
約

8％
な
ど
）
。
調

達
先
を
分
散
す
る
こ
と
で

供
給
の
リ
ス
ク
を
回
避
し

て
い
る
。

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い

病
院
や
介
護
施
設
が
増
加

し
、
健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
る
高
付
加
価
値
の
機

能
性
食
品
や
病
院
・
介
護

食
品
の
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
。
ア
グ
ロ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
パ
ー
ク
構
想
に
よ

る
外
資
誘
致
と
農
場
規
模

の
拡
大
を
図
る
。

（
人
口
約

6
9
1
0

万
人
・

17年
推
定
値
）

　
タ
イ
は
豊
富
な
原
材
料

と
良
質
な
労
働
力
で
食
品

加
工
業
が
発
展
し
、
世
界

各
国
へ
加
工
食
品
を
輸
出

す
る
食
品
大
国
。
近
年
で

は
高
齢
化
に
伴
い
健
康
志

向
が
高
ま
り
、
健
康
食
品

市
場
が
拡
大
し
て
い
る
。

農
業
は
タ
イ
の
経
済
を
支

え
る
主
要
産
業
で
国
民
の

約

4割
が
農
業
に
従
事
す

る
が
、
工
業
化
や
高
齢
化

社
会
に
よ
る
労
働
人
口
の

減
少
に
よ
り
農
林
水
産
業

（
人
口
約

5
2
6
5

万
人
・

17年
推
定
値
）

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
な
ど
の
巨

大
消
費
市
場
に
隣
接
す
る

優
位
な
立
地
に
あ
り
、
農

用
地
は
国
土
面
積
の

2割

未
満
だ
が
、
か
ん
が
い
な

ど
の
土
地
改
良
で
作
付
面

積
は
拡
大
し
て
い
る
。
Ｆ

Ｖ
Ｃ
が
発
展
し
て
い
な
い

た
め
生
産
性
や
品
質
が
低

く
、
農
産
加
工
産
業
や
農

業
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

品
質
管
理
体
制
の
強
化

や
、食
品
加
工
業
、物
流
イ

ン
フ
ラ
の
改
善
を
す
る
こ

と
で
、
大
規
模
な
農
業
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。
農
林

水
産
業
は
主
要
産
業
で
、

就
労
人
口
の

6割
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

3割
を
占
め
る
。
主

要
作
物
は
コ
メ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
豆
類
な
ど
。

14年

か
ら
Ｆ
Ｖ
Ｃ
を
構
築
す
る

た
め
に
、
日
本
と
官
民
合

同
で
協
力
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｆ
Ｖ
Ｃ
に
積

極
参
入
す
る
こ
と
で
、
農

業
関
連
の
経
済
規
模
を
拡

大
し
国
内
付
加
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
」
と
日

本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の

藤
田
正
孝
事
務
総
長
は
語

る
。

　
Ｆ
Ｖ
Ｃ
は
他
の
産
業
に

比
べ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部

分
が
多
い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
主
要
な

輸
出
産
業
で
も
あ
る
。
自

国
の
食
糧
確
保
や
経
済
発

展
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
規
制
を
設
け
、
外
資
獲

得
を
狙
う
か
が
各
国
の
戦

略
と
な
る
。
同
セ
ン
タ
ー

の
調
べ
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
農
業
関
連

産
業
の
輸
出
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
最
も
多
く
、
次
い

で
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、マ
レ

ー
シ
ア
が
並
ぶ
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
タ
イ
は
外
資
規

制
が
厳
し
く
外
資
企
業
の

参
入
は
容
易
で
は
な
い
。

輸
出
に
お
け
る
国
内
付
加

ジ
メ
ン
ト
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
提
供
し
て
行
う
直
接

投
資
と
、
種
苗
や
農
機
具

あ
る
い
は
技
術
の
提
供
を

行
い
現
地
の
農
業
従
事
者

に
生
産
を
委
託
す
る
契
約

生
産
が
あ
る
。
前
者
の
場

合
、
土
地
の
確
保
に
お
け

る
問
題
や
食
の
安
全
保
障

な
ど
を
考
慮
し
た
、
責
任

あ
る
農
業
投
資
が
重
要

だ
。
農
業
分
野
は
他
業
種

に
比
べ
て
規
制
が
厳
し
い

た
め
、
自
由
な
参
入
が
難

し
い
。
と
り
わ
け
土
地
の

交
渉
は
繊
細
な
問
題
で
、

海
外
か
ら
の
参
入
は
現
地

生
産
者
と
の
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
か
契
約
生
産
が
望
ま

し
い
こ
と
が
あ
る
。
契
約

生
産
は
販
路
が
確
約
さ
れ

る
た
め
、
生
産
者
に
と
っ

て
も
有
益
と
い
え
る
。

　
各
国
が
輸
出
拡
大
に
よ

り
外
貨
獲
得
を
求
め
る
一

方
で
、
自
国
の
食
糧
確
保

は
欠
か
せ
な
い
問
題
。
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
な

の
割
合
は
低
下
傾
向
に
あ

る
。

　
チ
ャ
ロ
ン
・
ポ
カ
パ
ン

（
Ｃ
Ｐ
）
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
大
手
企
業
は
、
飼
料
事

業
か
ら
養
鶏
事
業
・
食
肉

加
工
事
業
な
ど
の
川
上
か

ら
、
小
売
や
外
食
な
ど
の

川
下
ま
で
の
Ｆ
Ｖ
Ｃ
を
網

羅
し
た
統
合
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
。
原
料
調
達
の

安
定
や
低
価
格
設
定
な
ど

の
垂
直
的
Ｆ
Ｖ
Ｃ
の
強
み

を
発
揮
し
て
い
る
。

（
人
口
約

1
6
0
1

万
人
・

17年
推
定
値
）

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
農

業
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約

3割
を

占
め
る
主
要
産
業
で
、
コ

メ
の
生
産
は
全
農
用
地
面

積
の
約

8割
を
占
め
、
生

産
量
は
約

8
0
0万

ｔ
を

上
回
る
。
コ
メ
生
産
者
は

精
米
技
術
や
流
通
手
段
を

持
た
ず
、
中
間
業
者
に
よ

る
第

3国
へ
の
安
価
な
販

売
が
問
題
視
さ
れ
る
た
め

種
苗
の
改
良
や
品
質
改
善

に
加
え
流
通
網
な
ど
輸
出

拡
大
へ
の
シ
ス
テ
ム
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
農
協
は
約

8
0
0あ

る

が
、
共
同
仕
入
れ
、加
工
、

出
荷
な
ど
に
は
至
ら
ず
、

野
菜
の

7割
は
タ
イ
や
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
。
食
品

安
全
へ
の
関
心
は
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
中
心
と
し
た
富
裕

層
の
間
で
高
ま
り
、
安
全

・
安
心
な
食
料
の
供
給
に

向
け
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
認
証
な
ど
基
準
や

制
度
の
整
備
の
必
要
性
が

問
わ
れ
て
い
る
。

（
人
口
約

6
6
8万

人
・

17年
推
定
値
）

　
ラ
オ
ス
は
化
学
肥
料
や

農
薬
が
多
投
さ
れ
た
農
地

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
農

林
省
は
有
機
農
業
や
Ｇ
Ａ

Ｐ
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
農
業

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
需

要
や
消
費
傾
向
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
農
業
は
稲
作
が
中
心
で

生
産
量
は
雨
量
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
た
め
、
農
業

技
術
の
普
及
と
品
種
や
施

肥
技
術
な
ど
の
普
及
が
必

要
と
さ
れ
る
。
輸
出
入
と

も
に
タ
イ
が
最
大
の
貿
易

相
手
国
で
、
食
品
輸
入

9

割
、
輸
出

4分
の

1を
占

め
る
。
肉
・
肉
製
品
の
輸

入
超
過
で
、
貿
易
赤
字
が

拡
大
し
て
い
る
。
コ
メ
は

15年
か
ら
中
国
へ
本
格
輸

出
を
開
始
し
た
。
品
質
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
輸
出

拡
大
を
目
指
す
。

心
に
高
品
質
で
良
い
も
の

を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。

国
内
の
農
産
物
は
こ
の
需

要
に
対
応
で
き
ず
、
海
外

の
輸
入
品
が
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
並
ぶ
。
こ
の
た
め
生

産
、
加
工
、
流
通
、
特
に

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
と
、
技
術
支
援
や
人
材

育
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
近
年
は
農
業
の
位
置
付

け
が
低
下
し
、
農
業
分
野

の
就
労
人
口
は
約

3割
。

コ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

自
給
率
は
高
く
、
野
菜
や

果
物
な
ど
は
地
域
消
費
用

に
生
産
を
し
て
い
る
が
、

輸
入
野
菜
や
果
物
も
増
加

し
て
い
る
。
生
産
者
は
国

内
の
農
畜
産
物
生
産
の
向

上
を
目
指
し
、
加
工
度
を

上
げ
る
こ
と
で
付
加
価
値

の
高
い
食
産
業
の
構
築
が

必
要
と
さ
れ
る
。

（
人
口
約

1億

0
5
3

1万
人
・

17年
推
定
値
）

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
中
で

17年
の
経
済

成
長
率

6・

7％
の
上
位

国
。

7
5
0
0を

超
え
る

島
で
形
成
さ
れ
る
。
流
通

の
問
題
な
ど
か
ら
中
間
業

者
の
存
在
が
不
可
欠
。
流

通
、
保
管
、
包
装
な
ど
に

起
因
す
る
食
品
ロ
ス
と
、

中
間
業
者
が
も
う
け
る
構

造
が
問
題
と
な
る
。
生
産

者
が
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
や
流

通
を
確
保
す
る
た
め
の
Ｆ

Ｖ
Ｃ
の
推
進
と
、
農
業
協

同
組
合
の
確
立
が
有
効
視

さ
れ
る
。
ま
た
生
産
者
が

収
益
を
上
げ
る
た
め
、
加

工
・
流
通
・
販
売
に
取
り

組
む

6次
産
業
化
へ
の
関

心
が
高
い
。
水
産
物
、
果

物
な
ど
豊
富
な
食
糧
資
源

に
恵
ま
れ
る
た
め
、
食
品

加
工
業
の
改
善
で
さ
ら
な

る
成
長
が
期
待
で
き
る
。

（
人
口
約

9
3
6
4

万
人
・

17年
推
定
値
）

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
安
全
な

農
産
物
に
対
す
る
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、
農
業
生
産
工

程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

や
安
全
な
野
菜
の
認

証
取
得
に
注
力
し
て

い
る
。
農
業
の
効
率

化
で
高
品
質
な
農
産

品
を
生
産
し
、
付
加

価
値
の
向
上
を
図
る

た
め
、
農
業
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
の
開
発
に

も
取
り
組
む
。
参
入

企
業
に
は
各
規
制
の

優
遇
措
置
を
設
け
て

い
る
。
コ
メ
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
、
キ
ャ
ッ
サ

バ
な
ど
の
生
産
が
盛

ん
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や

水
産
物
も
重
要
な
輸

出
品
。

　
伝
統
的
な
小
売
市

場
は
約

8割
を
占
め

る
が
、
大
都
市
圏
で

は
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
が
増

加
中
。

15年
か
ら
は
外
資

の
外
食
参
入
が

1
0
0％

認
め
ら
れ
数
を
増
や
し
て

い
る
。

（
人
口
約

43万
人

・

17年
推
定
値
）

　
ブ
ル
ネ
イ
は
石
油
、
天

然
ガ
ス
資
源
に
恵
ま
れ
財

政
は
好
況
だ
が
、
離
農
が

急
速
に
進
行
し
、
養
鶏
や

野
菜
の
生
産
を
除
き
自
給

率
は
総
じ
て
低
く
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
。
耕
地
・
放

牧
地
は
国
土
の

1％
未
満

で
食
料
自
給
率
の
向
上
を

目
指
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

米
の
導
入
や
、
魚
や
エ
ビ

の
養
殖
を
推
奨
す
る
こ
と

で
生
産
率
の
向
上
に
取
り

組
む
。

　
食
品
産
業
は
中
小
ま
た

は
零
細
企
業
で
構
成
さ

れ
、
人
口
の
少
な
い
同
国

で
は
従
業
員
数

2
0
0人

を
抱
え
る
規
模
の
企
業

は
、
台
湾
や
華
僑
の
資
本

が
中
心
と
な
る
。
零
細
企

業
は
知
識
や
資
材
、設
備
、

研
究
開
発
な
ど
に
窮
し
、

政
府
主
導
の
Ｆ
Ｖ
Ｃ
体
制

の
構
築
と
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。

（
人
口
約

2億

6
1
9

9万
人
・

17年
推
定
値
）

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
中
間

所
得
層
が
増
加
し
巨
大
な

市
場
が
存
在
す
る
ジ
ャ
カ

ル
タ
な
ど
の
大
都
市
を
中

　急拡大する人口6.4億人超のＡＳＥＡＮ食市

場では、生産、加工、流通、消費までのフード

バリューチェーン（ＦＶＣ）構築による、農業

生産の向上と輸出拡大への動きが加速してい

る。自国の食糧確保と外貨獲得を狙い、どのよ

うな規制を敷くのか各国の戦略を探る。中国や

インドとともに経済成長の著しいＡＳＥＡＮ市

場は、さらなる安定成長が見込まれている。農

林水産省はグローバルフードバリューチェーン

の強化に向けて、2014年に「グローバル・フー

ドバリューチェーン推進官民協議会」を設置

し、産学官の連携を促進している。各国のＦＶ

Ｃ構築を推進することで、日本食産業のさらな

る海外展開を後押しする。　　　（内田美帆）

ＡＡＳＳＥＥＡＡＮＮ フフーードドババリリュューーチチェェーーンン展展望望

ＡＳＥＡＮ諸国

フ
ィ
リ
ピ
ン

ベ
ト
ナ
ム

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ブ
ル
ネ
イ

ラ
オ
ス

カ
ン
ボ
ジ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

経
済
成
長
著
し
い
島
国

安
全
な
農
産
物
を
強
化

ク
リ
ー
ン
農
業
を
強
化

巨
大
市
場
へ
高
質
品
を

コ
メ
の
輸
出
拡
大
図
る

加
工
食
品
の
輸
出
大
国

大
規
模
農
業
発
展
に
期
待

ハ
ラ
ー
ル
市
場
の
中
心
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
品
の
ハ
ブ
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